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そ
れ
に
引
き
続
く
討
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
発
表
さ
れ
た
演
題

一
つ
一
つ
に
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
初
日

最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
古
代
・
中
世
か
ら
一
九
世

紀
に
至
る
精
神
医
学
の
諸
相
が
、
ガ
レ
ノ
ス
（
く
国
冑
国
い
）
、
ビ
ン
ゲ
ン

の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
命
・
弓
四
二
①
ョ
昌
巴
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
（
国
、
９
２
二
、

プ
ラ
ッ
タ
ー
か
ら
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
（
弓
．
国
四
日
四
国
印
冨
）
、
ピ
ネ
ル
ロ
．

曳
帰
四
目
）
な
ど
の
代
表
的
形
姿
を
中
心
に
描
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
精
神

症
状
に
関
す
る
概
念
規
定
の
歴
史
が
分
析
さ
れ
た
（
⑦
駒
の
『
『
さ
の
）
。
そ
こ

で
見
ら
れ
た
も
の
は
、
西
欧
古
典
学
の
成
果
を
踏
ま
え
た
厳
密
な
方
法

論
、
よ
く
知
ら
れ
た
思
想
家
に
関
す
る
新
た
な
視
点
、
あ
る
精
神
医
学

者
・
思
想
家
の
持
つ
大
き
な
影
響
力
の
分
析
、
一
次
資
料
の
文
脈
に
即

し
た
精
神
医
学
的
な
症
状
概
念
の
発
生
と
変
遷
の
追
跡
、
あ
る
概
念
が

精
神
医
学
に
対
し
て
持
っ
た
意
味
、
「
精
神
症
状
」
と
い
う
概
念
そ
の
も

の
の
機
能
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
、
精
神
医
学
史

研
究
の
面
白
さ
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

つ
ぎ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
以
降
も
、
中
国
や
韓
国
の
伝
統
医
学
に
お
け
る

精
神
医
学
や
、
日
本
の
精
神
医
学
史
、
精
神
医
療
の
方
法
論
や
病
院
史

な
ど
に
関
す
る
興
味
深
い
発
表
が
続
き
、
そ
れ
に
加
え
て
会
場
で
は
、

口
演
と
同
時
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
東
洋
と
西
洋
双
方

か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
特
性
を
生
か
し
た
演
題
が
出
さ
れ
て
い
た
。

個
人
的
に
、
二
日
間
の
日
程
を
通
じ
て
本
当
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
、
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
マ
テ
リ
ア
ル
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
心
地
よ
い
緊
張
感
が
持
続
し
た
の
は
、

人
間
精
神
と
そ
の
障
害
の
多
様
性
を
反
映
し
た
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
呈
示
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
多
様
性
が
、
学
際

的
な
視
点
か
ら
「
過
去
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
」
を
知
る
と
い
う
喜
び

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
再
び
日
本
で
開
か
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

最
後
に
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
あ
た
っ
て
こ
う
し
た
意
義
深
い
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
実
現
し
て
い
た
だ
い
た
濱
中
先
生
と
、
名
古
屋
市
立
大
学

精
神
科
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

（
岩
手
医
科
大
学
神
経
精
神
科
酒
井
明
夫
）

一
月
例
会
平
成
十
一
年
一
月
三
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
横
浜
と
庖
瘡
中
西
淳
朗

一
、
金
子
準
二
ｌ
断
種
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
二
）
岡
田
靖
雄

二
月
例
会
平
成
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
二
号
館
第
一
会
議
室

一
、
実
体
験
に
基
づ
く
心
臓
な
ら
び
に
脳
神
経
活
動
の
光
学
的

計
測
機
器
開
発
史
の
研
究
神
野
耕
太
郎

一
、
幕
末
の
久
留
米
藩
医
玉
井
忠
田
と
著
書
傷
寒
論
何
則
に
つ
い
て

秋
葉
哲
生
・
中
西
淳
朗

三
月
例
会
休
会

四
月
例
会
平
成
十
一
年
四
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

例
会
記
録
一
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一
九
九
七
年
は
杉
田
玄
白
先
生
の
一
八
○
年
忌
の
年
に
当
る
。
即
ち

暦
が
三
巡
し
た
訳
で
あ
る
が
、
九
七
年
は
特
に
記
念
行
事
は
な
か
っ
た
。

演
者
は
こ
の
区
切
り
の
年
か
ら
玄
白
研
究
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

そ
の
皮
切
り
に
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
。

杉
田
玄
白
の
肖
像
画
は
早
稲
田
大
学
蔵
の
石
川
大
浪
筆
の
作
品
が
有

名
で
あ
る
が
、
祥
を
き
た
玄
白
像
を
演
者
は
み
た
こ
と
が
な
い
。
従
っ

て
杉
田
家
の
家
紋
は
何
か
と
問
わ
れ
て
も
即
答
は
出
来
な
か
っ
た
。

芝
愛
宕
山
下
の
栄
閖
院
に
玄
白
の
墓
を
訪
れ
、
家
紋
を
確
認
す
る
と

〃
鵺
ノ
丸
紋
″
で
あ
っ
た
。
玄
白
の
家
系
は
武
蔵
国
に
縁
深
い
間
宮
家

一
、
『
正
骨
範
」
か
ら
見
た
江
戸
後
期
の
整
骨
療
法
陶
恵
寧

一
、
日
本
医
史
学
会
略
史
岡
田
靖
雄

六
月
例
会
平
成
十
一
年
六
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
黒
船
来
航
と
蘭
医
た
ち
望
月
洋
子

一
、
ド
イ
ツ
自
然
研
究
者
お
よ
び
医
師
協
会
の
一
七
五
年
（
一
）

ｌ
実
証
・
精
密
科
学
化
の
十
九
世
紀
Ｉ
小
原
正
明

家
紋
か
ら
み
た
杉
田
玄
白
の
遠
祖

『
．
‐

｜
例
会
抄
録

中
西
淳

朗

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
の
で
、
横
浜
市
磯
子
区
杉
田
の

妙
法
寺
に
間
宮
家
墓
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
〃
隅
立
四
ツ
目
結
紋
〃
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
『
新
訂
・
寛
政
重
修
諸
家
譜
・
家
紋
』
篇
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
杉
田
家
も
問
宮
家
も
共
に
隅
立
四
ツ
目
結
、
鶴
ノ
丸
紋
を
用

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

杉
田
家
は
玄
白
よ
り
四
代
前
の
忠
元
と
い
う
人
が
森
家
よ
り
養
子
に

入
ら
れ
、
こ
の
方
の
実
家
の
主
紋
が
〃
鵺
ノ
丸
紋
″
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
（
間
宮
家
と
同
じ
宇
多
源
氏
佐
々
木
諸
流
に
、
主
紋
を
〃
鶴
ノ
丸
″

と
す
る
森
氏
一
族
が
あ
る
）
従
っ
て
、
杉
田
家
が
玄
白
の
祖
父
か
ら
医
を

業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
表
立
つ
紋
を
〃
鶴
ノ
丸
″
に
変
更
し
た
と

推
測
し
て
い
る
。

一
九
七
七
年
、
「
市
民
グ
ラ
フ
・
ョ
コ
ハ
マ
第
二
十
一
号
」
が
発
刊
さ

れ
、
〃
系
譜
の
ナ
ゾ
・
玄
白
と
林
蔵
の
因
縁
〃
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

こ
の
中
に
杉
田
松
夫
氏
（
玄
端
の
孫
）
所
蔵
の
「
杉
田
家
系
譜
」
が
写
真

で
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
次
の
如
く
書
か
れ
て
い
る
。

〃
宇
多
源
氏
本
国
武
蔵
間
宮
分
脈
杉
田
、
紋
四
ツ
目
結
鶴
ノ
丸
、
宇
多

源
氏
佐
々
木
支
族
間
宮
新
左
衛
門
信
冬
後
胤
。

間
宮
主
水
佐
（
信
安
）
居
武
州
久
良
岐
郡
杉
田
邑
、
仕
北
条
氏
綱
氏

康
、
属
間
宮
豊
前
守
信
高
之
部
下
、
於
諸
々
戦
場
尽
軍
功
。

ナ
メ
カ
タ

間
宮
主
水
次
郎
（
長
安
）
改
杉
田
氏
、
母
行
方
弾
正
佐
衛
門
女
、
大

永
四
年
甲
申
月
日
武
州
久
良
岐
郡
杉
田
邑
（
生
）
・
〃

右
の
系
譜
は
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
八
巻
第
三
・
四
号
Ｉ
杉
田
玄

白
一
四
○
年
忌
記
念
特
集
号
Ｉ
収
載
の
〃
杉
田
玄
白
の
家
系
″
の
前

文
に
あ
る
「
杉
田
家
記
」
の
記
事
よ
り
一
部
分
詳
し
く
、
前
出
の
記
事


